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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第19期

第２四半期連結
累計期間

第20期
第２四半期連結
累計期間

第19期
第２四半期連結
会計期間

第20期
第２四半期連結
会計期間

第19期

会計期間

自平成20年
４月１日
至平成20年
９月30日

自平成21年
４月１日
至平成21年
９月30日

自平成20年
７月１日
至平成20年
９月30日

自平成21年
７月１日
至平成21年
９月30日

自平成20年
４月１日
至平成21年
３月31日

売上高（千円） 10,370,41110,152,4005,188,8664,985,54120,548,196

経常利益又は経常損失（△）

　　　　　　　　　　　（千円）
△995,005 217,099△427,688 71,399△1,117,825

四半期純利益又は四半期（当期）

純損失（△）

　　　　　　　　　　　（千円）

△1,279,129123,430△701,206 8,204△1,654,460

純資産額（千円） － － 1,171,640886,441 753,891

総資産額（千円） － － 12,154,37710,935,54111,404,477

１株当たり純資産額（円） － － 139.29 107.31 88.60

１株当たり四半期純利益金額又は

１株当たり四半期（当期）純損失

金額（△）

　　　　　　　　　　　　（円）

△154.84 14.94 △84.88 0.99 △200.28

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － － － －

自己資本比率（％） － － 9.5 8.1 6.4

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△571,995 340,788 － － △260,863

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
10,328△124,922 － － 58,422

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
25,665△504,579 － － △152,945

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
－ － 743,489 635,392 924,105

従業員数（人） － － 2,461 1,965 2,079

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。　

３．第19期の潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式は存在するものの１株

当たり四半期（当期）純損失であるため記載しておりません。

　　また、第20期の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、希薄化効果を有している潜在株式が

存在しないため記載しておりません。
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２【事業の内容】

　当第２四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、

重要な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

　

　

３【関係会社の状況】

　当第２四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

　

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

平成21年９月30日現在

従業員数（人） 1,965 [4,960]

　（注）従業員数は就業人員（当社グループからグループ外への出向者は除き、グループ外から当社グループへの出向者

を含む。）であり、臨時雇用者数（パートタイマー、人材会社からの派遣社員を含む。）は、当第２四半期連結会計

期間の平均人員を[　　]外数で記載しております。

(2）提出会社の状況

平成21年９月30日現在

従業員数（人） 67 [21]

　（注）従業員数は就業人員（当社から社外への出向者は除き、社外から当社への出向者を含む。）であり、臨時雇用者数

（パートタイマーおよび人材会社からの派遣社員を含む。）は、当第２四半期会計期間の平均人員を［　 ］外数

で記載しております。　
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第２【事業の状況】

１【生産・受注及び販売の状況】

（１） 商品仕入実績

当第２四半期連結会計期間の商品仕入実績を事業の種類別セグメントごとに示すと次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称
当第２四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

ホームケア事業（千円） 512,901

 合計（千円） 512,901

（注）１．金額は仕入価格で表示しております。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

（２） 販売実績

当第２四半期連結会計期間の販売実績を事業の種類別セグメントごとに示すと次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称
当第２四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

ホームケア事業（千円） 4,890,479

その他の事業（千円）　 95,062

 合計（千円） 4,985,541

（注）１．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

２．販売実績に係る事業の種類別セグメントごとの金額は、外部顧客に対する金額であります。

２【事業等のリスク】

　当第２四半期連結会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

３【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判断した

ものであります。　

(1) 経営成績の分析

　当第２四半期連結会計期間における我が国の経済は、景気は持ち直してきたものの、失業率が高水準にあるなど

依然として厳しい状況が続きました。企業収益は大幅な減少が続いているものの、そのテンポは緩やかになり、個

人消費は経済対策の効果などから、持ち直しの動きが続いています。しかしながら雇用情勢の悪化傾向は続いて

おり、極めて厳しい状況にあるなど、景気の先行きについては下振れリスクが存在しています。

　介護サービス業界においては、平成21年４月に介護従事者の処遇改善を主目的とする介護報酬改定（改定率

3.0%）が施行され、平成21年10月には介護分野における雇用創出、処遇改善、人材養成等を目的とする介護職員処

遇改善交付金が創設されました。さらに、民主党政権の「緊急雇用対策」として『「働きながら資格をとる」介

護雇用プログラム』が実施される予定であり、同政権の目指す内需主導の経済成長、雇用創出の受け皿として介

護分野への期待が高まっています。

　このような状況のもと、当社グループ（当社および連結子会社）においては、前連結会計年度より取り組んでき

た経営改善策の最終段階として平成21年7月までに実施した一部事業所の再編に加え、季節的な影響により利用

者数が減少したため、当第２四半期連結会計期間の売上高は前年同期および第１四半期連結会計期間に比して減

少となりました。しかしながら、この経営改善策の継続により事業所の効率的な運営が定着してきており、前年同

期に比して原価率は大幅に低減し、第１四半期連結会計期間からの低水準を安定的に維持しております。また、上

記経営改善策の一つとして取り組んできた、㈱コムスン承継事業の通所介護・小規模多機能型居宅介護について

は平成21年9月単月では黒字化（2事業合算）を達成しました。今後、第３四半期連結会計期間では期間通じての

黒字化を見込んでおります。

　以上の結果、当第２四半期連結会計期間は、売上高4,985百万円（前年同四半期比3.9％減）、営業利益128百万円

（前年同四半期は385百万円の営業損失）、経常利益71百万円（前年同四半期は427百万円の経常損失）となり、

上記事業所再編に伴う固定資産除却損およびリース解約損等を特別損失として計上したため、四半期純利益8百

万円（前年同四半期は701百万円の純損失）となりました。

　当第２四半期連結累計期間では、売上高10,152百万円（計画10,332百万円）、営業利益313百万円（同284百万

円）、経常利益217百万円（同200百万円）、四半期純利益123百万円（同110百万円）となり、営業利益、経常利益

および四半期純利益について計画を達成いたしました。

(2) 財政状態の状況

　当第２四半期連結会計期間末の資産合計は、前連結会計年度末に比べ468百万円減少し、10,935百万円となりま

した。これらは、主に現金及び預金276百万円、受取手形及び売掛金169百万円等の減少によるものです。

　負債合計につきましては、前連結会計年度末に比べ601百万円減少し、10,049百万円となりました。これらは、主

に短期借入金の返済204百万円、長期借入金の返済78百万円等の支出によるものです。

　純資産合計につきましては、前連結会計年度末に比べ132百万円増加し、886百万円となりました。これらは、主に

利益剰余金123百万円増加とその他有価証券評価差額金31百万円等の増加によるものです。

　なお、㈱コムスンからの事業承継資金として調達した短期借入金につきましては、借入先金融機関に業績回復状

況を評価いただき、当第２四半期連結会計期間末に長期借入金へシフトすることができました。

(3) キャッシュ・フローの状況　

　当第２四半期連結会計期間におけるキャッシュ・フローは営業活動によるキャッシュ・フローが213百万円の

収入、投資活動によるキャッシュ・フローが32百万円の支出、財務活動によるキャッシュフローが285百万円の支

出となりました。この結果、当第２四半期連結会計期間期末の現金及び現金同等物は、前期末に比べ288百万円減

少し、635百万円（前年同四半期末比14.5％減）となりました。

(営業活動によるキャッシュ・フロー）　

　営業活動によるキャッシュ・フローは税金等調整前四半期純利益26百万円を計上し、未収入金115百万円の増

加、売上債権226百万円、未払金34百万円、たな卸資産5百万円の減少等により、213百万円の収入となり、前年同期

に比べ667百万円増加いたしました。

(投資活動によるキャッシュ・フロー）　

　投資活動によるキャッシュ・フローは32百万円の支出となりました。これらの主な要因は、関係会社株式の取得

による支出34百万円、差入保証金・敷金の回収30百万円等によるもので、前年同期に比べ229百万円支出が増加い

たしました。 

(財務活動によるキャッシュ・フロー）　

　財務活動によるキャッシュ・フローは285百万円の支出となりました。これらの主な要因は、短期借入金から長

期借入金へのシフト2,276百万円と短期借入金の返済204百万円、長期借入金の返済78百万円等の支出よるもので

す。前年同期に比べ43百万円支出が減少いたしました。　
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(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題　 

　当第２四半期連結会計期間において新たに発生した事業上および財務上の対処すべき課題はないものの、継続的

な課題は次のとおりであります。　

　前連結会計年度より講じてきた経営改善策により事業所の効率的な運営が定着してきており、通所介護・小規

模多機能型居宅介護についても利益へ貢献する段階まで改善が進みました。今後は、現在の取り組みを継続的に

進めるとともに、事業会社ごとに異なっているサービス提供プロセス等を標準化し、会社に関わりなく質の高い

サービスを24時間365日提供できる体制を構築していくことに注力していきます。その一環として、特定事業所加

算（訪問介護、居宅介護支援事業所）やサービス提供体制加算（その他のサービス）の取得を推進し、サービス

の質が高くかつ利益率の高い事業所を目指していきます。

　上記施策を実現し、またより効率的な事業運営を行うためには、人材を所属会社に関わりなく適材適所にかつ適

時適切に配置できる環境を整備することが重要であり、そのために平成21年12月を目途に就業規則および人事制

度のグループ内統一を図る予定で準備を進めております。これにより社員に対して柔軟に成長機会を提供するこ

とが可能となり、やりがい、働きがいの創出につながるものと考えております。

(5)研究開発活動

　該当事項はありません。

(6)経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見直し

　今後安定的に成長していくためには、介護サービスの担い手である介護人材の質的量的な確保が不可欠となり

ます。しかしながら、介護労働市場は他産業の景気動向に左右されやすいという特徴があるため、他産業との競争

においても魅力ある処遇の実現と人材教育への投資が必要になると考えております。また、他産業からの人材の

シフトを促すためには人材養成の仕組みづくりも必要になります。

　このことは人件費の上昇要因とはなりますが、一方では人材の定着はサービスの質の向上や生産性の向上に寄

与すると捉えており、当社グループにおいては、優秀な人材を獲得するとともに定着を一層促進するため、「介護

職員処遇改善交付金」を活かし、やりがい、働きがいのある報酬制度や人事評価制度の導入を進める準備をして

おります。また『「働きながら資格をとる」介護雇用プログラム』等も活用し、即戦力の採用のみならず、人材の

養成にも注力していきます。　
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

  当第２四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

(2）設備の新設、除却等の計画

　当第２四半期連結会計期間において、前連結会計年度末に計画した重要な設備の新設、除却等について、重要な変

更はありません。また、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はありません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 33,000,000

計 33,000,000

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成21年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成21年11月13日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 8,262,000 8,262,000ジャスダック証券取引所
単元株式数

1,000株　

計 8,262,000 8,262,000 － －

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。　

（３）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総数
増減数（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成21年７月１日～　

平成21年9月30日
－ 8,262,000 － 3,030,859 － 683,343
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（５）【大株主の状況】

 平成21年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

対馬　徳昭 北海道札幌市豊平区　 1,500 18.16

帝人ファーマ株式会社　 東京都千代田区霞が関３丁目２－１　 820 9.92

田口　晴義　 奈良県大和高田市　 611 7.40

三井住友海上火災保険株式会社　 東京都中央区新川２丁目２７－２　 353 4.27

村口　和孝　 東京都世田谷区　 300 3.63

株式会社北海道銀行　 北海道札幌市中央区大通西４丁目１番地　 236 2.86

株式会社北洋銀行　 北海道札幌市中央区大通西３丁目11番地　　 236 2.86

ステート　ストリート　バンク　ア

ンド　トラスト　カンパニー505104

（常任代理人　株式会社みずほ

コーポレート銀行兜町証券決済業

務室）　

P.O.BOX 351 BOSTON MASSACHUSETTS 02101

U.S.A.（東京都中央区日本橋兜町６番７

号）　

186 2.26

浦西　力　 徳島県海部郡海陽町　 155 1.88

大阪証券金融株式会社 大阪府大阪市中央区北浜２丁目４－６ 153 1.85

計 － 4,550 55.09

　（注）上記の信託銀行持株数は、すべて当該銀行の信託業務に係るものであります。

（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

 平成21年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　　 　 1,000 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式  　8,257,000 8,257 －

単元未満株式 普通株式　　　　4,000 － －

発行済株式総数 8,262,000 － －

総株主の議決権 － 8,257 －

　

②【自己株式等】

 平成21年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

㈱ジャパンケアサービス

グループ

東京都豊島区北大塚

一丁目13番15号
1,000 － 1,000 0.01

計 － 1,000 － 1,000 0.01

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成21年
４月

５月 ６月 ７月 ８月 ９月

最高（円） 116 170 215 254 274 357

最低（円） 104 106 160 188 238 255

（注）　最高・最低株価は、ジャスダック証券取引所におけるものであります。

３【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、前第２四半期連結会計期間（平成20年７月１日から平成20年９月30日まで）及び前第２四半期連結累計期間

（平成20年４月１日から平成20年９月30日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当第２四半期連結

会計期間（平成21年７月１日から平成21年９月30日まで）及び当第２四半期連結累計期間（平成21年４月１日から

平成21年９月30日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第２四半期連結会計期間（平成20年７月１日から平

成20年９月30日まで）及び前第２四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年９月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表並びに当第２四半期連結会計期間（平成21年７月１日から平成21年９月30日まで）及び当第２四半

期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸表について、清新監査法人

による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 ※1
 710,174

※1
 986,581

受取手形及び売掛金 ※1
 3,194,254 3,363,884

商品 3,690 3,235

貯蔵品 101,237 111,869

その他 491,863 381,887

貸倒引当金 △31,122 △7,264

流動資産合計 4,470,097 4,840,192

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） ※1, ※2, ※3
 1,696,144

※1, ※2, ※3
 1,804,528

土地 ※1
 1,160,375

※1
 1,160,375

その他（純額） ※3
 48,453

※3
 45,263

有形固定資産合計 2,904,974 3,010,167

無形固定資産

のれん 1,533,375 1,575,387

その他 132,655 101,857

無形固定資産合計 1,666,030 1,677,244

投資その他の資産

投資その他の資産 ※1
 1,896,873

※1
 1,879,366

貸倒引当金 △2,434 △2,494

投資その他の資産合計 1,894,439 1,876,872

固定資産合計 6,465,443 6,564,284

資産合計 10,935,541 11,404,477

負債の部

流動負債

買掛金 170,064 178,178

短期借入金 ※1
 4,806,597

※1
 7,013,716

未払法人税等 45,987 74,874

その他 1,260,981 1,323,594

流動負債合計 6,283,629 8,590,363

固定負債

長期借入金 ※1
 3,018,400

※1
 1,312,599

退職給付引当金 171,420 172,025

負ののれん 11,297 11,451

その他 ※1
 564,353

※1
 564,147

固定負債合計 3,765,470 2,060,222

負債合計 10,049,100 10,650,586
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（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 3,030,859 3,030,859

資本剰余金 683,343 683,343

利益剰余金 △2,817,712 △2,941,142

自己株式 △438 △438

株主資本合計 896,051 772,621

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △9,610 △40,747

評価・換算差額等合計 △9,610 △40,747

少数株主持分 － 22,017

純資産合計 886,441 753,891

負債純資産合計 10,935,541 11,404,477
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年９月30日)

売上高 10,370,411 10,152,400

売上原価 9,903,336 8,578,327

売上総利益 467,075 1,574,073

販売費及び一般管理費 ※1
 1,395,807

※1
 1,260,794

営業利益又は営業損失（△） △928,732 313,278

営業外収益

受取利息 11,661 9,815

受取配当金 5,115 4,795

その他 27,870 16,026

営業外収益合計 44,646 30,637

営業外費用

支払利息 101,332 98,976

その他 9,587 27,840

営業外費用合計 110,919 126,816

経常利益又は経常損失（△） △995,005 217,099

特別利益

前期損益修正益 － 10,807

事業譲渡益 － 14,821

その他 10,223 17,048

特別利益合計 10,223 42,677

特別損失

固定資産除却損 － 23,250

リース解約損 － 20,235

減損損失 － 31,271

投資有価証券評価損 208,944 968

その他 40,324 16,767

特別損失合計 249,269 92,492

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△1,234,051 167,284

法人税、住民税及び事業税 44,874 39,846

法人税等調整額 923 △1,394

法人税等合計 45,797 38,452

少数株主利益又は少数株主損失（△） △719 5,400

四半期純利益又は四半期純損失（△） △1,279,129 123,430
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【第２四半期連結会計期間】
（単位：千円）

前第２四半期連結会計期間
(自　平成20年７月１日
　至　平成20年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自　平成21年７月１日
　至　平成21年９月30日)

売上高 5,188,866 4,985,541

売上原価 4,862,614 4,217,232

売上総利益 326,251 768,309

販売費及び一般管理費 ※1
 711,624

※1
 639,556

営業利益又は営業損失（△） △385,372 128,753

営業外収益

受取利息 6,534 5,026

受取配当金 160 160

その他 6,347 7,792

営業外収益合計 13,041 12,978

営業外費用

支払利息 51,070 50,288

その他 4,287 20,044

営業外費用合計 55,357 70,332

経常利益又は経常損失（△） △427,688 71,399

特別利益

補助金収入 － 7,000

その他 3,223 －

特別利益合計 3,223 7,000

特別損失

固定資産除却損 － 14,296

リース解約損 － 20,235

減損損失 － 8,039

投資有価証券評価損 208,944 －

その他 40,199 9,691

特別損失合計 249,143 52,263

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△673,609 26,135

法人税、住民税及び事業税 26,684 19,342

法人税等調整額 923 △1,411

法人税等合計 27,608 17,931

少数株主損失（△） △11 －

四半期純利益又は四半期純損失（△） △701,206 8,204
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四
半期純損失（△）

△1,234,051 167,284

減価償却費 132,403 101,358

のれん償却額 66,641 49,084

負ののれん償却額 △308 －

退職給付引当金の増減額（△は減少） △4,467 △604

貸倒引当金の増減額（△は減少） 17,204 23,797

受取利息及び受取配当金 △16,776 △14,610

支払利息 101,332 98,976

固定資産除却損 － 23,250

事業譲渡損益（△は益） － △14,821

投資有価証券評価損益（△は益） 208,944 968

減損損失 － 31,271

売上債権の増減額（△は増加） 37,384 171,832

たな卸資産の増減額（△は増加） 62,569 10,176

未収入金の増減額（△は増加） 220,503 △91,150

その他資産の増減額（△増加） △12,751 －

仕入債務の増減額（△は減少） △54,944 △8,114

未払金の増減額（△は減少） △151,034 △49,194

その他負債の増減額（△減少） 103,932 －

その他 － △12,786

小計 △523,416 486,716

利息及び配当金の受取額 26,342 23,717

利息の支払額 △132,711 △104,311

補助金の受取額 119,714 －

法人税等の支払額 △61,923 △65,334

営業活動によるキャッシュ・フロー △571,995 340,788

投資活動によるキャッシュ・フロー

拘束性預金の増減額（△は増加） △106,504 △12,306

有形固定資産の取得による支出 △32,730 △8,835

無形固定資産の取得による支出 － △43,340

関係会社株式の取得による支出 － △34,800

貸付金の回収による収入 665 296

事業譲渡による収入 － 19,954

敷金及び保証金の差入による支出 △25,946 △4,706

敷金及び保証金の回収による収入 29,707 47,325

長期前払費用の取得による支出 － △102,239

新規連結子会社の取得による支出 △86,405 －

保険積立金の解約による収入 211,869 －

その他 19,672 13,729

投資活動によるキャッシュ・フロー 10,328 △124,922
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（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年９月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 280,645 △2,584,000

長期借入れによる収入 － 2,276,000

長期借入金の返済による支出 △213,369 △193,318

自己株式の取得による支出 △71 －

配当金の支払額 △41,539 △297

リース債務の返済による支出 － △2,963

財務活動によるキャッシュ・フロー 25,665 △504,579

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △536,001 △288,713

現金及び現金同等物の期首残高 1,279,491 924,105

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 743,489

※1
 635,392
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【表示方法の変更】
　

当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書）

　前第２四半期連結累計期間において「営業活動によるキャッシュ・フロー」に区分掲記しておりました「負ののれん

償却額」は重要性が乏しいため、当期第２四半期連結累計期間では「営業活動によるキャッシュ・フロー」の「のれん

償却額」に含めて表示することとしました。　

　

　前第２四半期連結累計期間において、「投資活動によるキャッシュ・フロー」の「その他」に含めて表示しておりま

した「長期前払費用の取得による支出」は重要性が増加したため、当第２四半期連結累計期間では区分掲記することと

しました。

　

当第２四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

（四半期連結貸借対照表）

　前第２四半期連結会計期間において、有形固定資産の「その他」に含めて表示しておりました「建物及び構築物」、

「土地」は、資産総額の100分の10を超えたため、当第２四半期連結会計期間では区分掲記することとしました。

　

【簡便な会計処理】

 
当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

１．固定資産の減価償却費の算定方法 　定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額

を期間按分して算定する方法によっております。
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第２四半期連結会計期間末
（平成21年９月30日）

前連結会計年度末
（平成21年３月31日）

※１.担保資産

（1）担保に供している資産

※１.担保資産

（1）担保に供している資産

現金及び預金 74,782千円

受取手形及び売掛金 1,083,064千円

建物及び構築物 1,226,104千円

土地 1,124,628千円

投資その他の資産 400,147千円

計 3,908,727千円

現金及び預金 62,476千円

建物及び構築物 1,258,113千円

土地 1,124,628千円

投資その他の資産 310,147千円

計 2,755,366千円

（2）担保資産に対する債務 （2）担保資産に対する債務

短期借入金 3,030,597千円

長期借入金 2,708,400千円

その他（固定負債） 460,280千円

計 6,199,277千円

短期借入金 187,728千円

長期借入金 930,527千円

その他（固定負債） 310,147千円

計 1,428,402千円

※２.圧縮記帳 

過年度において国庫等補助金の受入により取得した建物

等について、97,610千円の圧縮記帳をしております。

※２.圧縮記帳 

過年度において国庫等補助金の受入により取得した建物

について、97,610千円の圧縮記帳をしております。

※３.有形固定資産の減価償却累計額　　

1,105,329千円

※３.有形固定資産の減価償却累計額　

1,061,423千円

　

（四半期連結損益計算書関係）

　

前第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

※１.販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。

※１.販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。

従業員給与手当 371,224千円

退職給付費用 3,355千円

貸倒引当金繰入額　 23,797千円

従業員給与手当 304,148千円

退職給付費用 5,258千円

前第２四半期連結会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

※１.販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。

※１.販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。

従業員給与手当 182,077千円

退職給付費用 1,853千円

貸倒引当金繰入額 28,912千円

従業員給与手当 154,293千円

退職給付費用 1,623千円
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

※１．現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

※１．現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成20年９月30日現在） （平成21年９月30日現在）

 （千円）

現金及び預金勘定 813,975

預金期間が３ヶ月を超える定期預

金及び拘束性預金
△70,486

現金及び現金同等物 743,489

　

 （千円）

現金及び預金勘定 710,174

預金期間が３ヶ月を超える定期預

金及び拘束性預金
△74,782

現金及び現金同等物 635,392

　

　

（株主資本等関係）

当第２四半期連結会計期間末（平成21年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間（自平成21年４月１日　至平成21年

９月30日）

　１．発行済株式の種類及び総数

普通株式 8,262,000株

　２．自己株式の種類及び株式数

普通株式 1,432株

　３．新株予約権等に関する事項

　　該当事項はありません。

　４．配当に関する事項

 該当事項はありません。

（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

前第２四半期連結会計期間（自平成20年７月１日　至平成20年９月30日）及び前第２四半期連結累計期間（自平成20

年４月１日　至平成20年９月30日）

ホームケア事業の売上高及び営業損失の金額は、全セグメントの売上高の合計及び営業損失の金額の合計額に占める割

合がいずれも90％超であるため、事業の種類別セグメント情報の記載を省略しております。

当第２四半期連結会計期間（自平成21年７月１日　至平成21年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間（自平成21

年４月１日　至平成21年９月30日）

ホームケア事業の売上高及び営業利益の金額は、全セグメントの売上高の合計及び営業利益の金額の合計額に占める割

合がいずれも90％超であるため、事業の種類別セグメント情報の記載を省略しております。

　

【所在地別セグメント情報】

前第２四半期連結会計期間（自平成20年７月１日　至平成20年９月30日）及び前第２四半期連結累計期間（自平成20

年４月１日　至平成20年９月30日）　

　本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社および在外支店がないため、該当事項はありません。

当第２四半期連結会計期間（自平成21年７月１日　至平成21年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間（自平成21

年４月１日　至平成21年９月30日）　

　本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社および在外支店がないため、該当事項はありません。

　

【海外売上高】

　前第２四半期連結会計期間（自平成20年７月１日　至平成20年９月30日）及び前第２四半期連結累計期間（自平成20

年４月１日　至平成20年９月30日）　

　海外売上高がないため該当事項はありません。 

　当第２四半期連結会計期間（自平成21年７月１日　至平成21年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間（自平成21

年４月１日　至平成21年９月30日）　

　海外売上高がないため該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第２四半期連結会計期間末
（平成21年９月30日）

前連結会計年度末
（平成21年３月31日）

１株当たり純資産額 107.31円 １株当たり純資産額 88.60円

２．１株当たり四半期純利益又は純損失金額

前第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

１株当たり四半期純損失金額(△) △154.84円 １株当たり四半期純利益金額 14.94円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益について

は、潜在株式は存在するものの１株当たり四半期純損失で

あるため記載しておりません。

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、希薄化効果を有している潜在株式が存在していない

ため記載しておりません。

（注）１株当たり四半期純利益金額（△は純損失）の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

１株当たり四半期純利益又は純損失金額 　 　

四半期純利益（△は純損失）（千円） △1,279,129 123,430

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益（△は純損失）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（千円）
△1,279,129 123,430

期中平均株式数（千株） 8,260 8,260

前第２四半期連結会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

１株当たり四半期純損失金額(△) △84.88円 １株当たり四半期利益金額 0.99円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益について

は、潜在株式は存在するものの１株当たり四半期純損失で

あるため記載しておりません。

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、希薄化効果を有している潜在株式が存在していない

ため記載しておりません。

（注）１株当たり四半期純利益又は純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

１株当たり四半期純利益又は純損失金額 　 　

四半期純利益（△は純損失）（千円） △701,206 8,204

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益（△は純損失）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（千円）
△701,206 8,204

期中平均株式数（千株） 8,260 8,260

　

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

２【その他】

該当事項はありません。  　
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成20年11月13日

株式会社ジャパンケアサービスグループ

取締役会　御中

清 新 監 査 法 人

 
代表社員
業務執行社員

 公認会計士 石渡　信行　　印

 
代表社員
業務執行社員

 公認会計士 西村　　寛　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第1項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ジャパンケ

アサービスグループの平成20年4月1日から平成21年3月31日までの連結会計年度の第2四半期連結会計期間（平成20年7月1

日から平成20年9月30日まで）及び第2四半期連結累計期間（平成20年4月1日から平成20年9月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について

四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期

連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ジャパンケアサービスグループ及び連結子会社の平成20年9月30

日現在の財政状態、同日をもって終了する第2四半期連結会計期間及び第2四半期連結累計期間の経営成績並びに第2四半期

連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認めら

れなかった。

 

　追記情報

　継続企業の前提に重要な疑義を抱かせる事象又は状況に記載されているとおり、前連結会計年度及び当第2四半期連結累

計期間において営業損失及び営業キャッシュ・フローのマイナスが計上されており、継続企業の前提に関する重要な疑義

が存在している。当該状況に対する経営計画等は当該注記に記載されている。連結財務諸表は、継続企業を前提として作成

されており、このような重要な疑義の影響を連結財務諸表には反映していない。

　

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成21年11月10日

株式会社ジャパンケアサービスグループ

取締役会　御中

清 新 監 査 法 人

 
代表社員
業務執行社員

 公認会計士 石渡　信行　　印

 
代表社員
業務執行社員

 公認会計士 西村　　寛　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第1項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ジャパンケ

アサービスグループの平成21年4月1日から平成22年3月31日までの連結会計年度の第2四半期連結会計期間（平成21年7月1

日から平成21年9月30日まで）及び第2四半期連結累計期間（平成21年4月1日から平成21年9月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について

四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期

連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ジャパンケアサービスグループ及び連結子会社の平成21年9月30

日現在の財政状態、同日をもって終了する第2四半期連結会計期間及び第2四半期連結累計期間の経営成績並びに第2四半期

連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認めら

れなかった。

　

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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